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ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー 

 

本
欄
で
は
各
論
文
に
つ
い
て
の
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し

た
。
各
論
文
の
趣
旨
お
よ
び
今
後
の
展
開
可
能
性
に
つ
い
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
本
文
を
読
む
際
に
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

○
有
山
輝
雄
「
メ
デ
ィ
ア
政
治
家
メ
デ
ィ
ア
政
治
の
諸
類
型
―

メ
デ
ィ
ア
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
メ
デ
ィ
ア
支
配
、
反
メ
デ
ィ

ア
―
」 

 

本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
六
日
に
京
都
大
学
で
実
施
さ

れ
た
メ
デ
ィ
ア
政
治
史
研
究
会
（
代
表
：
佐
藤
卓
己
）
の
講
演

を
も
と
に
し
た
寄
稿
文
で
あ
る
。
同
研
究
会
の
内
容
は
「
年
報
」

第
二
号
（
二
〇
一
六
年
度
）
の
巻
頭
言
「
メ
デ
ィ
ア
文
化
論
研

究
室
の
基
幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本

の
議
会
政
治
史
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
出
身
の
国
会
議
員
を
量

的
・
質
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
政
治
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
性

に
歴
史
区
分
を
提
供
し
モ
デ
ル
化
し
て
論
じ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。『
近
代
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
構
造
』（
東
京
出

版
・
一
九
九
五
年
）
な
ど
多
数
の
画
期
的
業
績
で
知
ら
れ
る
著

者
を
招
聘
し
て
の
研
究
会
は
、
大
変
有
意
義
か
つ
貴
重
な
も
の

で
あ
っ
た
。
原
敬
、
秋
山
定
輔
、
大
島
宇
吉
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア

を
め
ぐ
る
政
治
家
の
三
類
型
を
具
体
的
に
示
し
た
著
者
は
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
助
言
と
し
て
、「
政
治
と
メ
デ
ィ
ア
」
お
よ

び
「
中
央
と
地
方
」
の
相
互
的
な
関
係
と
歴
史
区
分
へ
の
着
目

を
促
す
。
量
的
分
析
の
先
に
は
、
地
域
ご
と
の
政
治
お
よ
び
メ

デ
ィ
ア
の
構
造
を
歴
史
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。

研
究
メ
ン
バ
ー
の
共
通
課
題
と
し
、
成
果
の
更
な
る
充
実
に
努

め
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
松
永
智
子
）

 

 

○
山
口
功
二
「
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
フ
ィ
ン
の
五
〇
年
」 

 

一
九
四
八
年
に
同
志
社
大
学
文
学
部
社
会
学
科
新
聞
学
専
攻

が
設
置
さ
れ
た
。
著
者
は
一
九
六
〇
年
に
同
専
攻
に
入
学
し
、

卒
業
後
、
大
学
院
を
経
て
、
一
九
七
二
年
に
同
専
攻
の
教
員
と

な
っ
た
。
本
稿
は
、
学
生
時
代
の
思
い
出
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、

一
九
六
〇
年
代
を
中
心
に
新
聞
学
専
攻
を
振
り
返
っ
た
記
録
で

あ
る
。
発
足
に
あ
た
り
中
心
と
な
っ
た
教
員
、
和
田
洋
一
は
戦

前
、『
世
界
文
化
』
に
執
筆
し
、
治
安
維
持
法
に
問
わ
れ
て
未
決

6
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囚
と
し
て
収
監
さ
れ
た
過
去
を
も
つ
。
戦
後
、
同
志
社
大
学
の

教
員
と
な
り
、
住
谷
申
一
と
と
も
に
専
攻
を
立
ち
上
げ
た
。
著

者
は
履
修
要
項
を
頼
り
に
、
和
田
が
し
だ
い
に
豊
富
な
人
材
を

集
め
、
運
営
を
安
定
さ
せ
て
い
く
過
程
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、

山
本
明
が
残
し
た
ゼ
ミ
の
文
集
か
ら
学
生
の
様
子
、
卒
業
論
文

の
テ
ー
マ
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
卒
業
生
名
簿
を
用
い
て
、
輩

出
さ
れ
た
人
材
の
特
徴
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
試
み
た
。
最

後
に
、
同
時
代
に
関
西
で
開
か
れ
た
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
に
つ

い
て
言
及
す
る
。
そ
こ
で
報
告
し
た
内
容
は
、
の
ち
に
教
員
と

し
て
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
本
稿
は
大
学
に
お
け

る
人
的
交
流
を
描
い
た
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
河
崎
吉
紀
）

 

 

○
河
崎
吉
紀
「
メ
デ
ィ
ア
業
界
出
身
の
政
治
家
―
『
衆
議
院
議

員
名
鑑
』
の
分
析
を
通
し
て
―
」 

 

科
研
基
盤
Ｂ
「
〝
メ
デ
ィ
ア
出
身
議
員
〟
調
査
に
よ
る
メ
デ

ィ
ア
政
治
史
の
構
想
」
で
入
力
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
計
量
分

析
の
概
要
と
そ
の
射
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。『
衆
議
院
議

員
名
鑑
』
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
一
八
九
〇
―
一
九
九
〇
年
ま

で
百
年
間
の
全
衆
議
院
議
員
五
五
九
七
人
中
一
〇
三
二
人
（
一

八
・
五
％
）
を
「
メ
デ
ィ
ア
に
関
連
す
る
議
員
」
と
し
て
摘
出

し
た
。
そ
れ
を
「
メ
デ
ィ
ア
経
験
議
員
」（
九
・
九
％
）
と
「
メ

デ
ィ
ア
経
営
議
員
」（
一
〇
・
三
％
）
に
下
位
分
類
す
る
作
業
か

ら
、
個
別
事
例
か
ら
分
類
基
準
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
メ
デ

ィ
ア
別
で
は
「
新
聞
」
八
四
八
人
、「
通
信
社
」
七
三
人
、「
出

版
」
一
八
〇
人
、「
放
送
」
七
三
人
、「
映
画
」
二
八
人
と
な
っ

て
お
り
、「
政
治
の
メ
デ
ィ
ア
化
」
に
お
い
て
新
聞
が
中
心
的
役

割
を
担
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
一
九
一
七
―
四
二
年

ま
で
の
四
半
世
紀
が
「
メ
デ
ィ
ア
経
験
議
員
」
の
黄
金
時
代
で

あ
る
こ
と
が
計
量
的
に
確
定
で
き
た
こ
と
も
、
重
要
な
知
見
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
整
理
の
上
に
共
同
研
究
の
さ
ら
な
る
成

果
が
積
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
佐
藤
卓
己
）

 

 

○
水
出
幸
輝
「<

東
京>

の
帝
都
復
興
祭
」 

 
関
東
大
震
災
か
ら
の
復
活
を
う
た
っ
た
「
帝
都
復
興
祭
」
は

「
全
国
的
」
な
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
実
は
「
東
京
」
限
定
の
も
の
で
あ
っ
た
と
著
者
は
指
摘
す
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る
。
被
災
し
た
東
京
は
、「
帝
都
」
と
し
て
の
地
位
の
立
て
直
し

を
「
帝
都
復
興
祭
」
と
そ
の
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し

て
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、
十
分
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が

普
及
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
、
そ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し

た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
だ
っ
た
の
か
。
本
稿
は
、

「
帝
都
復
興
祭
」
の
ロ
ー
カ
ル
性
や
「
震
災
の
記
憶
」
と
い
う

集
合
的
記
憶
へ
の
影
響
を
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
状
況
と
絡
め
て
考

察
し
た
も
の
で
あ
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
著
者
は
メ
デ
ィ
ア
・

イ
ベ
ン
ト
を
扱
い
つ
つ
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
影
響
力
を
疑
問
視
し
、
当
時
に
お
け
る
天
皇
の
身
体
の
移
動

や
行
政
の
動
員
力
、
特
に
前
者
の
重
要
性
を
描
い
て
い
る
点
だ
。

こ
う
し
た
指
摘
は
、「
帝
都
復
興
祭
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る

作
業
の
み
な
ら
ず
、
現
代
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ベ
ン
ト

を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
メ
デ
ィ
ア
を
と
お

し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
は
い
か
な
る
条
件
で
可
能
な
の

だ
ろ
う
か
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
十
分
に
普
及
し
た
現
代
に
も

問
い
か
け
る
べ
き
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
趙
相
宇
）

 

 

○
趙
相
宇
「
韓
国
に
お
け
る
日
本
的
近
代
風
景
の
観
光
消
費
―

「
反
日
」
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
―
」 

 

本
論
文
は
、
日
本
を
訪
れ
る
韓
国
人
観
光
客
が
、
な
ぜ
東
京

の
街
並
み
に
「
懐
か
し
さ
」
を
覚
え
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し

た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
要
因
に
つ
い
て
、
韓
国
社
会
の

政
治
・
文
化
状
況
の
変
遷
を
み
な
が
ら
、「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」
と

い
う
概
念
を
も
と
に
考
察
し
て
い
く
。
そ
こ
で
筆
者
が
注
目
す

る
の
は
、
映
画
や
ア
ニ
メ
と
い
っ
た
日
本
の
大
衆
文
化
の
「
密

輸
入
」
さ
れ
て
い
た
過
去
と
と
も
に
、
都
市
に
お
け
る
「
景
観
」

の
変
化
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
韓
国
社
会
で
は
乱
開

発
と
政
府
が
掲
げ
た
「
日
帝
残
骸
清
算
」
に
よ
っ
て
、
日
本
統

治
時
代
の
建
設
物
は
撤
去
さ
れ
、「
日
本
的
な
風
景
」
は
消
え
て

い
っ
た
。
そ
こ
で
生
じ
た
「
日
本
的
な
る
も
の
」
へ
の
喪
失
感

ゆ
え
に
、
韓
国
の
人
々
は
か
え
っ
て
日
本
に
「
懐
か
し
さ
」
を

見
出
す
よ
う
に
な
っ
た
と
筆
者
は
論
じ
る
。
韓
国
の
人
々
が
、

日
本
観
光
を
通
じ
て
抱
く
「
反
日
」
と
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」
の

ア
ン
ヴ
ィ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
心
情
の
相
関
に
つ
い
て
指
摘
し
た
興

味
深
い
論
稿
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
韓
国
社
会
に
お
い
て
「
反

日
」
の
記
憶
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
に
関
す
る
メ
デ

8
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ィ
ア
史
的
な
分
析
が
待
た
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
佐
藤
彰
宣
）

 

 

○
松
尾
理
也
「
全
国
紙
発
祥
の
地
・
大
阪
の
メ
デ
ィ
ア
出
身
議

員
―
京
都
・
神
戸
地
区
と
の
比
較
か
ら
―
」 

 

本
稿
は
、
全
国
紙
発
祥
の
地
・
大
阪
の
新
聞
社
か
ら
政
界
へ

と
進
出
し
た
「
メ
デ
ィ
ア
出
身
議
員
」
の
群
像
を
整
理
し
た
研

究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
整
理
を
行
な
う
に
あ
た
り
、
著
者
は
「
メ

デ
ィ
ア
人
間
」
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
人
間
」
「
反
メ
デ
ィ
ア
人

間
」
と
い
う
分
析
概
念
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
当
て
は
ま
る

「
メ
デ
ィ
ア
出
身
議
員
」
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
近
代
日

本
に
お
い
て
進
行
し
た
「
政
治
の
メ
デ
ィ
ア
化
」
と
い
う
マ
ク

ロ
な
現
象
を
、
大
阪
と
い
う
場
を
素
材
と
し
て
具
体
的
に
叙
述

し
た
興
味
深
い
試
み
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
密
着
型
の
新
聞
が

メ
イ
ン
で
あ
っ
た
京
都
や
、
財
閥
と
の
関
係
で
新
聞
が
成
立
し

て
い
た
神
戸
と
も
比
較
す
る
こ
と
で
、「
政
治
の
メ
デ
ィ
ア
化
」

の
土
壌
と
な
っ
た
大
阪
の
新
聞
の
「
中
立
」
「
不
偏
不
党
」
と

い
う
特
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
る
。 

「
メ
デ
ィ
ア
人
間
」
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
人
間
」
「
反
メ
デ
ィ

ア
人
間
」
と
い
う
分
析
概
念
の
さ
ら
な
る
精
緻
化
は
必
要
だ
ろ

う
が
、
メ
デ
ィ
ア
史
の
観
点
か
ら
「
国
家
」
や
「
地
域
」
を
問

う
試
み
と
し
て
、
本
稿
は
大
き
な
可
能
性
に
開
か
れ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
花
田
史
彦
）

 

 

○
李
夢
迪
「
テ
レ
ビ
情
報
誌
研
究
の
意
義
と
可
能
性
」 

 

メ
デ
ィ
ア
研
究
に
は
い
く
つ
か
の
フ
ェ
ー
ズ
が
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
研
究
が
あ
る
。
メ
デ
ィ

ア
論
が
メ
デ
ィ
ア
の
形
式
と
効
果
を
重
視
す
る
と
す
れ
ば
、
特

に
後
者
の
観
点
に
お
い
て
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
研
究
は
重
要
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
著
者
は
本
研
究
ノ
ー
ト
で
、
オ
ー
デ
ィ
エ

ン
ス
研
究
に
お
け
る
テ
レ
ビ
情
報
誌
の
資
料
価
値
を
強
調
し
て

い
る
。
な
か
で
も
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
記
述
・
分
析
の
可

能
性
を
、
テ
レ
ビ
情
報
誌
に
見
い
だ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
テ
レ
ビ
情
報
誌
を
資
料
に
用
い
た
研
究
は
、

日
本
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
。
そ
の
上
で
著
者
は
、
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
テ
レ
ビ
情
報
誌
研
究
を
紹
介
し
て
い
る
。
当
該
の

テ
レ
ビ
情
報
誌
研
究
は
雑
誌
研
究
の
よ
う
だ
が
、
テ
レ
ビ
情
報

9
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誌
を
用
い
た
研
究
を
大
別
す
る
と
、
雑
誌
研
究
と
テ
レ
ビ
研
究

の
両
面
が
あ
る
だ
ろ
う
。
先
行
研
究
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、

テ
レ
ビ
研
究
に
お
け
る
「
テ
レ
ビ
情
報
誌
」
と
い
う
資
料
の
扱

い
方
は
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
木
下
浩
一
）

 

 

○
本
田
毅
彦
「
白
戸
健
一
郎
著
『
満
洲
電
信
電
話
株
式
会
社
―

そ
の
メ
デ
ィ
ア
史
的
研
究
』（
創
元
社
、
二
〇
一
六
年
）
を
読
む 

―
英
領
イ
ン
ド
史
の
観
点
か
ら
―
」 

 

本
論
稿
は
二
〇
一
六
年
六
月
九
日
に
同
志
社
大
学
で
行
わ
れ

た
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
第
三
五
期
第
六
回

研
究
会
（
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
部
会
）
で
の
報
告
「
帝
国
と
メ
デ

ィ
ア
史
研
究
―
満
洲
電
信
電
話
株
式
会
社
を
事
例
に
」
で
の
議

論
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
査
読
者
に
と
り
蒙
を
啓
か
れ

た
点
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
二
点
だ
け
指
摘
し
て
お

き
た
い
。
満
洲
電
電
社
員
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
で
あ
る
。

確
か
に
、
満
洲
国
は
革
新
派
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
、
満
洲
電
電
が
そ
の
中
で
い
か

な
る
意
図
に
も
と
づ
い
て
設
立
さ
れ
運
営
さ
れ
た
か
は
、
重
要

な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
近
代
的
消
費
生
活
の
憧
れ
」
を
喚

起
す
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
、

特
に
満
洲
国
が
も
っ
て
い
た
満
系
住
民
へ
の
意
識
を
考
え
る
上

で
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
多
く
の
課
題
を
頂
い
た
。

そ
れ
を
も
と
に
更
に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
白
戸
健
一
郎
）

 

 

○
佐
藤
彰
宣
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
政
治
的
公
共
性
―
佐
藤
卓

己
編
『
岩
波
講
座 

現
代 

第
九
巻 

デ
ジ
タ
ル
情
報
社
会
の
未

来
』
か
ら
―
」 

 

現
代
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
社
会
を
メ
デ
ィ
ア
史
の
視
点
か
ら
捉

え
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
収
録
論
文
の
中
で
、
評
者
は
佐
藤
俊
樹

「
政
治
と
技
術
と
民
主
主
義
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
民
主
主
義
原

論
」
に
焦
点
を
あ
て
、
世
論
や
政
治
的
公
共
性
を
め
ぐ
る
こ
れ

ま
で
の
議
論
の
文
脈
の
中
に
佐
藤
俊
樹
の
指
摘
を
い
か
に
位
置

づ
け
る
べ
き
か
を
考
察
し
て
い
る
。
佐
藤
俊
樹
か
ら
多
く
の
示

唆
を
受
け
て
き
た
と
自
認
す
る
評
者
は
、
一
方
で
今
回
の
論
文

で
佐
藤
俊
樹
が
「『
情
報
化
社
会
論
』
の
脱
構
築
か
ら
一
転
し
、

自
ら
情
報
化
社
会
の
『
不
可
逆
的
な
変
化
』
を
問
う
」
て
い
る

10
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こ
と
に
驚
き
、
注
目
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
情
報
化
社
会

へ
の
期
待
へ
の
批
判
」
に
刺
激
を
受
け
て
き
た
評
者
に
と
っ
て
、

今
回
示
さ
れ
た
世
論
調
査
政
治
へ
の
期
待
は
、
幾
分
の
戸
惑
い

を
も
た
ら
し
た
よ
う
だ
。
そ
う
し
た
評
者
の
戸
惑
い
は
、
現
在

進
行
中
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
社
会
の
も
た
ら
す
変
化
が
、
く
り
返

さ
れ
る
「
い
つ
も
の
こ
と
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
不
可
逆
的
な

「
今
回
は
違
う
」
も
の
な
の
か
、
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
現
代

人
の
不
安
と
好
奇
心
と
に
通
底
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
松
尾
理
也
）

 
 

○
花
田
史
彦
「「
新
・
日
本
資
本
主
義
発
達
史
」
と
し
て
の
戦
後

映
画
史
研
究
の
可
能
性
―
谷
川
建
司
編
著
『
戦
後
映
画
の
産
業

空
間
―
資
本
・
娯
楽
・
興
行
』
―
」 

 

本
稿
は
、
谷
川
建
司
編
著
『
戦
後
映
画
の
産
業
空
間
―
資
本
・

娯
楽
・
興
行
』（
森
話
社
、
二
〇
一
六
年
）
の
書
評
で
あ
る
。
評

者
は
、
本
書
の
「〈
資
本
〉
の
論
理
」
と
い
う
観
点
か
ら
紐
解
か

れ
た
戦
後
日
本
映
画
史
を
、「
新
・
日
本
資
本
主
義
発
達
史
」
と

し
て
の
映
画
史
研
究
の
可
能
性
を
開
い
た
と
評
価
し
た
う
え
で
、

映
画
雑
誌
や
そ
の
投
稿
者
で
あ
る
評
論
家
の
存
在
に
も
も
う
少

し
目
を
配
る
必
要
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
戦
後

史
研
究
と
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
日
本
に
お
け
る
「
サ
ー
ク
ル

運
動
」
研
究
な
ど
、
民
衆
レ
ベ
ル
の
活
動
に
も
焦
点
を
当
て
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
評
者
は
本
書
の
意
義
を
最
大
限
に
引

き
出
し
な
が
ら
も
、
そ
の
発
展
系
と
し
て
産
業
史
的
観
点
の
み

に
は
収
ま
ら
な
い
映
画
評
論
家
と
い
う
対
象
の
研
究
可
能
性
を

本
稿
に
お
い
て
見
出
し
て
い
る
。
映
画
評
論
家
が
ど
こ
ま
で

「〈
資
本
〉
の
論
理
」
か
ら
自
由
に
な
ろ
う
と
し
、
ま
た
拘
束
さ

れ
て
い
た
の
か
。
そ
の
分
析
を
と
お
し
て
、
戦
後
日
本
映
画
史

ひ
い
て
は
近
代
社
会
を
問
い
直
す
視
座
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し

て
い
く
の
か
。
評
者
の
今
後
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
趙
相
宇
） 

 

○
木
下
浩
一
「
放
送
規
制
に
お
け
る
構
造
規
制
と
非
公
式
な
影

響
―
村
上
聖
一
『
戦
後
日
本
の
放
送
規
制
』
―
」 

 
こ
の
書
評
に
よ
れ
ば
、
村
上
は
戦
後
日
本
の
放
送
規
制
を
、

番
組
に
対
す
る
内
容
規
制
と
送
り
手
に
対
す
る
構
造
規
制
に
分

け
て
通
時
的
に
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
評
者
は
村
上

の
指
摘
を
、
①
放
送
規
制
に
お
け
る
明
確
な
理
念
の
欠
如
、
②
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放
送
規
制
の
効
果
測
定
・
評
価
の
た
め
の
明
確
な
指
標
の
欠
如
、

③
民
放
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
規
制
の
必
要
性
、
④
構
造
の

規
制
を
背
景
に
し
た
非
公
式
な
影
響
力
の
行
使
の
問
題
性
の
四

点
に
ま
と
め
て
い
る
。
評
者
は
、
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
論
と
制

度
論
を
つ
な
ぐ
本
書
の
意
義
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
①
民
放
キ

ー
局
の
構
造
に
お
け
る
問
題
点
、
②
送
り
手
の
構
造
の
自
律
的

な
維
持
機
能
、
③
作
り
手
が
受
け
る
影
響
の
変
化
、
④
明
確
な

指
標
の
導
入
の
可
能
性
、
⑤
放
送
に
お
け
る
地
域
性
と
中
心
志

向
と
い
う
観
点
か
ら
批
評
し
、
今
後
の
課
題
と
研
究
の
広
が
り

を
模
索
し
て
い
る
。
村
上
が
主
張
す
る
明
確
な
規
制
導
入
は
果

た
し
て
規
制
強
化
に
つ
な
が
る
か
、
あ
る
い
は
恣
意
的
な
制
度

運
用
の
排
除
に
つ
な
が
る
の
か
。
評
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
李
夢
迪
） 

 

○
趙
相
宇
「
八
月
十
五
日
の
神
話
」
に
対
す
る
韓
国
社
会
の
理

解
を
め
ぐ
っ
て
―
佐
藤
卓
己
『
八
月
十
五
日
の
神
話
：
終
戦
記

念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
』
増
補
版
刊
行
に
寄
せ
て
―
」 

 

本
稿
は
、
佐
藤
卓
己
『
増
補 

八
月
十
五
日
の
神
話
―
終
戦

記
念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）

の
書
評
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
紹
介
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
韓
国

で
の
受
容
状
況
（
具
体
的
に
は
、
韓
国
の
新
聞
に
お
け
る
評
価
）

に
も
目
配
り
が
な
さ
れ
た
興
味
深
い
書
評
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
、
本
稿
の
一
読
者
と
し
て
は
、
韓
国
の
学
界
に
お
け
る
本
書

の
評
価
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
本
稿
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
本
書
は
「
八
月
十
五
日
＝
終
戦
記
念

日
」
と
い
う
「
神
話
」
の
構
築
過
程
を
解
明
し
た
う
え
で
、「
八

月
十
五
日
の
心
理
」
と
「
九
月
二
日
の
論
理
」
の
棲
み
分
け
を

提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
戦
争
責
任
に
つ
い
て
の
冷

静
な
議
論
を
可
能
に
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。
評
者
は
、
こ
う
し

た
本
書
の
提
案
に
同
意
を
示
し
つ
つ
、
し
か
し
か
つ
て
帝
国
日

本
の
植
民
地
で
あ
り
、「
戦
勝
国
」
と
も
「
敗
戦
国
」
と
も
言
い

難
い
韓
国
に
お
い
て
は
、
本
書
が
提
案
し
た
よ
う
な
心
理
と
論

理
の
峻
別
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
多
様
な
「
戦
後
」
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
た

め
の
重
要
な
問
題
提
起
で
あ
ろ
う
。
評
者
自
身
が
今
後
、
こ
の

問
題
を
ど
う
引
き
受
け
て
い
く
の
か
、
期
待
し
な
が
ら
見
て
い

き
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
花
田
史
彦
） 
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